
 関係法令（抜粋）

 

 【第２条の３関係】

 道路交通法（昭和３５年６月２５日法律第１０５号）

 （公安委員会の交通規制）

第４条　都道府県公安委員会（以下「公安委員会」という ）は、道路における危険を。

　防止し、その他交通の安全と円滑を図り、又は交通公害その他の道路の交通に起因す

　る障害を防止するため必要があると認めるときは、政令で定めるところにより、信号

　機又は道路標識等を設置し、及び管理して、交通整理、歩行者若しくは遠隔操作型小

　型車（遠隔操作により道路を通行しているものに限る （次条から第１３条の２まで。）

　において「歩行者等」という ）又は車両等の通行の禁止その他の道路における交通。

　の規制をすることができる。この場合において、緊急を要するため道路標識等を設置

　するいとまがないとき、その他道路標識等による交通の規制をすることが困難である

　と認めるときは、公安委員会は、その管理に属する都道府県警察の警察官の現場にお

　ける指示により、道路標識等の設置及び管理による交通の規制に相当する交通の規制

 　をすることができる。

２　前項の規定による交通の規制は、区域、道路の区間又は場所を定めて行なう。この

　場合において、その規制は、対象を限定し、又は適用される日若しくは時間を限定し

 　て行なうことができる。

 ３から５まで　（略）

 

 （最高速度）

第２２条　車両は、道路標識等によりその最高速度が指定されている道路においてはそ

　の最高速度を、その他の道路においては政令で定める最高速度をこえる速度で進行し

 　てはならない。

２　路面電車又はトロリーバスは、軌道法（大正１０年法律第７６号）第１４条（同法

　第３１条において準用する場合を含む。第６２条において同じ ）の規定に基づく命。

　令で定める最高速度をこえない範囲内で道路標識等によりその最高速度が指定されて

　いる道路においてはその最高速度を、その他の道路においては当該命令で定める最高

 　速度をこえる速度で進行してはならない。

 

 （最低速度）

第７５条の４　自動車は、法令の規定によりその速度を減ずる場合及び危険を防止する

、 （ 。）　ためやむを得ない場合を除き 高速自動車国道の本線車道 政令で定めるものを除く

　においては、道路標識等により自動車の最低速度が指定されている区間にあつてはそ

　の最低速度に、その他の区間にあつては政令で定める最低速度に達しない速度で進行

 　してはならない。

 

 

 道路交通法施行令（改正後 （昭和３５年１０月１１日政令第２７０号））

 （最高速度）

第１１条　法第２２条第１項の政令で定める最高速度（以下この条、次条及び第２７条

　において「最高速度」という ）のうち、自動車及び原動機付自転車が高速自動車国。

　道の本線車道（第２７条の２に規定する本線車道を除く。第１号イ及び第２７条にお

　いて同じ ）並びにこれに接する加速車線及び減速車線以外の道路（以下この条及び。

　次条において「一般道路」という ）を通行する場合の最高速度は、自動車にあつて。

　は次の各号に掲げる一般道路の区分に応じ当該各号に定める速度、原動機付自転車に



 　あつては３０キロメートル毎時とする。

 　一　次に掲げる一般道路　６０キロメートル　毎時

　　イ　高速自動車国道のうち、本線車道並びにこれに接する加速車線及び減速車線以

 　　　外のもの

 　　ロ　自動車専用道路

 　　ハ　道路標識等による中央線又は車両通行帯が設けられている一般道路

　　ニ　道路の構造上又は柵その他の内閣府令で定める工作物により自動車の通行が往

 　　　復の方向別に分離されている一般道路

 　二　前号に掲げる一般道路以外の一般道路　３０キロメートル毎時

 

 （最高速度）

第２７条　最高速度のうち、自動車が高速自動車国道の本線車道又はこれに接する加速

　車線若しくは減速車線を通行する場合の最高速度は、次の各号に掲げる自動車の区分

 　に従い、それぞれ当該各号に定めるとおりとする。

 　一　次に掲げる自動車　１００キロメートル毎時

（ 、 、　　イ　大型自動車 三輪のもの並びに牽けん引するための構造及び装置を有し かつ

　　　牽けん引されるための構造及び装置を有する車両を牽けん引するものを除く。次

 　　　号において同じ ）のうち専ら人を運搬する構造のもの。

（ 、 、　　ロ　中型自動車 三輪のもの並びに牽けん引するための構造及び装置を有し かつ

　　　牽けん引されるための構造及び装置を有する車両を牽けん引するものを除く。次

　　　号において同じ ）のうち、専ら人を運搬する構造のもの又は車両総重量が８千。

　　　キログラム未満、最大積載重量が５千キログラム未満及び乗車定員が１０人以下

 　　　のもの

　　ハ　準中型自動車（三輪のもの並びに牽けん引するための構造及び装置を有し、か

  　　つ、牽けん引されるための構造及び装置を有する車両を牽けん引するものを除く。）　

（ 、 、　　ニ　普通自動車 三輪のもの並びに牽けん引するための構造及び装置を有し かつ

 　　　牽けん引されるための構造及び装置を有する車両を牽けん引するものを除く ）。

 　　ホ　大型自動二輪車

 　　ヘ　普通自動二輪車

　二　大型自動車のうち前号イに掲げるもの以外のもの及び中型自動車のうち同号ロに

 　　掲げるもの以外のもの　９０キロメートル毎時

 　三　前二号に掲げる自動車以外の自動車　８０キロメートル毎時

 ２　（略）

 

 （高速自動車国道における交通方法の特例に係る最低速度を定めない本線車道）

第２７条の２　法第７５条の４の政令で定めるものは、往復の方向にする通行が行われ

　ている本線車道で、本線車線が道路の構造上往復の方向別に分離されていないものと

 　する。

 

 

 道路交通法施行規則（改正後 （昭和３５年１２月３日総理府令第６０号） ）

 （自動車の通行を往復の方向別に分離する工作物）

第５条の６の３　令第１１条第１号ニの内閣府令で定める工作物は、柵、駒止め、棒状

　の工作物その他の工作物で、自動車が当該工作物が設置された道路の部分から右の部

 　分にはみ出して通行することのないように設置されているものとする。

 

 



 【別表第３関係】

 道路交通法（昭和３５年６月２５日法律第１０５号）

 （乗車又は積載の制限等）

第５７条　車両（軽車両を除く。以下この項及び第５８条の２から第５８条の５までに

おいて同じ ）の運転者は、当該車両について政令で定める乗車人員又は積載物の重。

量、大きさ若しくは積載の方法（以下この条において「積載重量等」という ）の制。

限を超えて乗車をさせ、又は積載をして車両を運転してはならない。ただし、第５５

条第１項ただし書の規定により、又は前条第２項の規定による許可を受けて貨物自動

車の荷台に乗車させる場合にあつては、当該制限を超える乗車をさせて運転すること

 ができる。

２　公安委員会は、道路における危険を防止し、その他交通の安全を図るため必要があ

ると認めるときは、軽車両の乗車人員又は積載重量等の制限について定めることがで

 きる。

３　貨物が分割できないものであるため第１項の政令で定める積載重量等の制限又は前

項の規定に基づき公安委員会が定める積載重量等を超えることとなる場合において、

出発地警察署長が当該車両の構造又は道路若しくは交通の状況により支障がないと認

めて積載重量等を限つて許可をしたときは、車両の運転者は、第１項又は前項の規定

にかかわらず、当該許可に係る積載重量等の範囲内で当該制限を超える積載をして車

 両を運転することができる。

 

 道路交通法施行令（改正後 （昭和３５年１０月１１日政令第２７０号））

 （自動車の乗車又は積載の制限）

第２２条　自動車の法第５７条第１項の政令で定める乗車人員又は積載物の重量、大き

 さ若しくは積載の方法の制限は、次の各号に定めるところによる。

 一及び二　（略）

三　積載物の長さ、幅又は高さは、それぞれ次に掲げる長さ、幅又は高さを超えない

 　こと。

イ　長さ　自動車の長さにその長さの１０分の２の長さを加えたもの（大型自動二

　輪車及び普通自動二輪車にあつては、その乗車装置又は積載装置の長さに０．３

 　メートルを加えたもの）

ロ　幅　自動車の幅にその幅の１０分の２の幅を加えたもの（大型自動二輪車及び

　普通自動二輪車にあつては、その乗車装置又は積載装置の幅に０．３メートルを

 　加えたもの）

ハ　高さ　３．８メートル（大型自動二輪車、普通自動二輪車及び小型特殊自動車

にあつては２メートル、三輪の普通自動車並びにその他の普通自動車で車体及び

原動機の大きさを基準として内閣府令で定めるものにあつては２．５メートル、

その他の自動車で公安委員会が道路又は交通の状況により支障がないと認めて定

めるものにあつては３．８メートル以上４．１メートルを超えない範囲内におい

て公安委員会が定める高さ）からその自動車の積載をする場所の高さを減じたも

 の

 四　（略）

 

 千葉県道路交通法施行細則（昭和３５年１２月２０日公安委員会規則第１２号）

  （自動車の積載物の高さの制限）

第６条の２　令第２２条第３号ハに規定する公安委員会が定める自動車は別表第３に掲

げる道路を通行する自動車とし、同号ハの公安委員会が定める高さは４.１メートル

とする。


